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   道徳授業地区公開講座 ～平和を未来につなぐために～    

１１月 8日（土）に道徳授業地区公開講座が行われました。授業参観、講演会、意見交換会と、多

くの保護者と地域の皆様に御参加いただき、誠にありがとうございました。 

戦後８０年の節目にあたる今年は「平和」に着目し、「生命の尊さ」について考えました。 

１校時の道徳授業では、１年生は「沖縄戦」、２年生は「１０歳の子供を突然亡くした母親が書いた

詩」、３年生は「東京大空襲」、Ｆ組は「広島の原爆」を題材に選びました。 

平和を取り上げる際、私たち教師は、一つ一つの教材、さらには

発する言葉一つ一つを吟味しながら授業をつくります。それは、生

徒たちに、偏った価値観や歴史観に左右されず、ひとりの人間とし

て、「平和とは何か」「平和を未来につなぐために、自分はどうする

か」と考えてほしいからです。また、Ｆ組では、市内在住の被爆伝承

者である木村一茂さんを講師にお迎えしました。木村さんからは、

「私と被爆～一瞬にして失われた日常～」をテーマに、８０年前の

広島で、たった１発の爆弾で犠牲になった無数のかけがえのない命

と、悲惨な状況を懸命に生きた家族の思いを語っていただきました。生徒からの「人間の最も愚か

な行いは、何だと思いますか？」という質問に、「武力で解決すること」と、静かな口調で毅然と答え

る木村さんの姿に、戦争に対する強い怒りと、平和を語り継いでいく揺るぎない意志を感じました。 

２校時からは体育館に会場を移し、市内在住の原爆・東京大空襲伝承者である沢村智恵子さん

から、「街が燃えた～８歳の東京大空襲～」をテーマに、東京大空襲の中を生き抜いた当時８歳の

女の子の戦争体験を御講演いただきました。静かで優しい語り口で、子供たちの想像をはるかに

超える悲惨さと苦しさに満ちた東京大空襲の様子と、地獄のような現実の中を懸命に生き抜いた

人々の姿、そして、受け継がれていく命をお話いただきました。生徒の感想を紹介します。 

「戦争を経験している人はものすごい経験をしたと思うし、亡くなってし

まった方のことをいなかった人のようにしないで、ずっと心の中に忘れず

に入れておきたい。」（１年） ／ 「今、戦争のない日本に生まれたことに

感謝し、自分自身も一日一日を大切に生きていきたいと思えた。今近くに

いてくれる家族や友人に感謝の言葉をしっかりと伝え、後悔のない人生に

していきたい。」（２年） ／ 「いま戦後から８０年経って、その悲惨な出

来事を伝える人が減ってきているからこそ、今回知れたのは貴重なことだ

し、戦争は二度と繰り返してはいけないという思いをずっと、下の子ども

たちにも伝えていきたいと思った。」（３年） 

その後の意見交換会にも、多くの保護者や地域の方々、そして、御講演いただいた木村さんと

沢村さんにも御参加いただき、貴重な時間になりました。大人の方の感想も、紹介させてください。 

「今の若い世代に戦争が起きていた事実を伝え、平和を守っていく大切さ。当たり前の生活が尊いも

のだと、学校の授業を通して考える機会になり良かった。」 ／ 「『明日また遊ぼうね』という叶わな

かった約束の言葉が、切なく心に残った。平和が、当たり前ではないことを改めて感じた。」 

戦争で苦しむ人のいない、子どもたちが「また明日、遊ぼうね」と安心して言える、そんな平和な

社会を、子どもたちへの教育活動を通して次世代へと「つなぐ」ことこそが私たち教師の大きな使命

であると、強く心に刻むことができた一日になりました。 

意見交換会の様子 

１校時 道徳授業の様子 



        働くことの意味を実感した２年生職場体験           

３３の事業所の御厚意で３日間働き学びました。                       
11 月 5 日(水)～7 日(金)の３日間、２年生が職場体験を

実施しました。働くことの意義を考え、社会に必要なマナーを

学習するなど、計画的に取り組んで来ました。ハローワーク青

梅の方にも講演を行っていただきました。実施の一週間前に

体験先との事前打合せを経て、当日に臨みました。自分が作

ったものが売れていく嬉しさ・丁寧な言葉遣いや礼儀が大切

なこと・お互いの協力で仕事が成り立っていることなど、実際

に働くという体験から多くのことを学ぶことができました。上手

くいかないことや注意を受けたりしたこともありましたが、事業

所の方々の御厚意により貴重な体験をさせていただくことが

できました。快く職場体験を受け入れてくださった事業所の皆

様に感謝の心を忘れず、職場体験で得た大きな成果を学校

生活に生かしてくれることを期待します。 
 

【御協力いただいた事業所】かすみ台第一保育園・かすみ台第二保育園・今井保育園・今寺保育園・新町東保育

園・新町西保育園・河辺保育園・みどり第一保育園・みどり第二保育園・青梅幼稚園・青梅梨の木保育園・河辺デイ

サービスセンターわかくさ・デイサービスセンターパーク・デイサービスセンターほほえみ・中央図書館・青梅警察署・青

梅リサイクルセンター・青梅郵便局・トヨタモビリティ東京青梅新町店・ファミリーマート青梅大門三丁目店・ヤオコー青

梅今寺店・オザムバリュー新町店・ミニストップ青梅今寺店・カシコシュ青梅新町店・マクドナルド河辺店・マクドナルド

青梅街道新町店・マシェリーアンジュ新町店・からやま青梅新町店・KT ホールぶらりカフェ・繭蔵・なかま亭・セントラ

ルフィットネスクラブ西東京・多摩ケーブルネットワーク株式会社 

  「あすチャレ！スクール」 Ｆ組・１年生 車いすバスケ体験   

１１月７日（金）の５・６校時に、Ｆ組全学年と１年ＡＢＣ組で「あすチャレ！

スクール」を実施しました。「あすチャレ！」とは、パラアスリート選手による

講話や競技体験を通して、「障がいとは何か」、「夢・目標を持ちチャレン

ジすることの大切さ」などを学び、共生社会や多様性について考えるため

の、日本財団による教育プログラムです。 

今回は、１９９２年バルセロナから２００４年アテネまで４大会連続でパラ

リンピック男子車いすバスケットボール出場の神保康浩選手が、講師としてお越しいただきました。

クラス対抗による車いすバスケットボール対決は大いに盛り上がりました。その後、神保選手から、

「行動すること、まずは『やってみること』が大切」と、情熱のこもったお話を聴くことができました。 

１２月の主な予定 

1(月)朝礼（生徒会）・SC 勤務日・体育館照明工事（始） 1(月)～3(水)宿泊学習（F） 

3(水)～11(木)三者面談（3） ※1・２年は希望者等のみ  4(木)Ｆ組時差登校 11:00 

5(金)ステップアップクラス 13:30-  7(日)奥多摩渓谷駅伝・新入生標準服採寸  

8(月)朝礼（表彰）・SC 勤務日 11(木)脊柱側弯検診（１） 12(金)ステップアップクラス 

14(日)ESAT-J 追・再試日 15(月)朝礼（生徒支援）・入試相談日・ SC 勤務日 

16(火)避難訓練 17(水)専門委員会 18(木)中央委員会 19(金)ステップアップクラス 

22(月)朝礼（生徒会）・SC 勤務日・生徒会オンライン交流会 24(水)給食終・大掃除 25(木)終業式 

白熱した対抗戦！ 


